
社員が仕事と子育てを両立させることができ、全ての社員がその能力を十分に発揮できるようにする

ため、次のように行動計画を策定する。

１．計画期間

　　2026年4月1日から2029年3月31日までの3年間

２．内容

【目標１】

　計画期間中に、配偶者が出産した男性社員のうち1名以上が5日以上の育児休業を取得する。

＜対策＞

　・2026年4月～　　育児休業制度について、社内報への掲載や説明資料等により周知する

　・2026年10月～　配偶者が出産予定の男性社員に対し、人事担当者が個別に制度説明及び

　　　　　取得意向の確認を行う

　・2027年4月～　　育児休業取得時の業務カバー体制の検討（代替要員の確保、業務体制の見直し、

　　　　　多能工化など）・実施する

【目標２】

　女性社員の育児休業取得率100％を維持する。

＜対策＞

　・2026年4月～　制度利用に関する相談体制の整備を行う

　・2026年4月～　育児休業前後のフォロー体制の整備を行う

【目標３】

　月平均残業時間を10時間以下を維持するとともに、長時間労働の発生防止を図る。

＜対策＞

　・2026年4月～　労働時間の把握を継続し、管理職へ共有する

　・2026年4月～　長時間労働が発生した場合の原因分析を行う

　・2027年4月～　生産状況に応じた業務配分の見直しを行う

【目標４】

　育児短時間勤務制度の利用を促進する。

＜対策＞

　・2026年4月～　育児短時間勤務制度について対象社員への周知案内を行う

　・2026年4月～　勤務配置や業務の割り振りを工夫し、育児時短時間勤務制度の活用を支援する

　・2027年4月～　多能工化の推進による代替要員の確保を図る

３．公表方法

　自社ホームページに掲載するとともに、社内掲示板により周知する。
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